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ＳＤＧｓＳＤＧｓ （☎85１１２２）

１７の目標
ＳＤＧｓＳＤＧｓ身近なことか

ら

始めよう
企画調整グループ

ＳＤＧｓってなんだろう

今日からできる身近なＳＤＧｓ

　ＳＤＧｓは、2015年９月に国連サミットで採択された『誰一人取り残さ
ない、持続可能で、より良い社会』の実現を目指す世界共通の目標です。
　2030年までに17の目標を達成し、より良い未来を築くことを目指してい
ます。
　私たちの家族や友人、さらに世界中の人々が明るい未来を迎えるために
は、地球全体のさまざまな課題を乗り越えるアクションが欠かせません。
　いつもの生活を少し工夫して、世界を守るチャレンジをしてみませんか。

私たちの

・マイバックなどを持ち歩き、プラス
　チックごみの排出を減らそう
・海や川に行ったらごみは持ち帰ろう

・クールビズ・ウォームビズを心がけ、
　冷暖房を使わないよう工夫しよう
・ＣＯ２排出の少ない交通手段を使おう

・民間企業も市民も行政も、オール登別でＳＤＧｓに取り組もう
・ＳＤＧｓに積極的に取り組んでいる企業や団体を応援しよう

・陸の生き物に関心を持ち、森などで生
　態系を調べよう
・緑化活動に取り組み、自然を感じられ
　るまちづくりに挑戦しよう

・子どもたちを暴力や犯罪から守ろう
・震災などの被災地を訪問してみよう

▲オリジナルのＴシャツを着た実行委員会の皆さん（前列５人）
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１
月
31
日
、
登
別
市
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
学
生

実
行
委
員
会
が
市
役
所
を
訪
れ
、
『
ピ
ン
ク
シ
ャ

ツ
大
作
戦
in
登
別
』
へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
『
鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

を
き
っ
か
け
に
、
市
内
の
高
校
生
が
中
心
と
な
り

企
画
し
た
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
大
作
戦
in
登
別
』
は
、

ピ
ン
ク
色
の
も
の
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
い
じ
め

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
カ
ナ
ダ
発
祥
の
『
ピ
ン

ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
を
市
で
実
施
す
る
も
の
。
準
備

を
進
め
て
き
た
同
実
行
委
員
会
委
員
長
の
竹
谷
海

音
さ
ん
は
「
自
分
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

こ
そ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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▲協定を取り交わす株式会社ナチュラルサイエンスの小松令以子
　代表取締役社長（中央）、白老町の戸田安彦町長（右）、小笠原市長（左）
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１
月
25
日
、
白
老
町
と
登
別
市
は
、
化
粧
品
販

売
・
製
造
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
ナ
チ
ュ
ラ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
と
そ
れ
ぞ
れ
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
同
社
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
新
生
児
に

対
す
る
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
寄
附
や
『
ナ
チ
ュ
の
森
』

か
ら
登
別
桜
並
木
へ
の
桜
の
移
設
な
ど
、
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
相
互
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
『
地

域
の
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
』
『
子
育
て
支
援
や
子

ど
も
の
育
成
』
な
ど
、
５
つ
の
分
野
で
協
力
・
連

携
し
、
健
康
増
進
と
観
光
振
興
の
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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